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研究　東洋

　

当
研
究
所
は
、
本
年
、
創
立
十
周
年
の
佳
節
を
迎
え
た
。
研
究
所
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
、
そ
の
淵
源
は
二
〇
〇
七
年
十
二
月
、
東

日
本
国
際
大
学
内
に
設
置
さ
れ
た
東
洋
思
想
研
究
会
に
さ
か
の
ぼ
る
。
こ
の
研
究
会
は
、
儒
学
を
は
じ
め
と
す
る
東
洋
思
想
を
研
究
す

る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
。
自
文
化
を
再
確
認
し
つ
つ
他
文
化
を
理
解
し
、
国
際
的
な
対
話
の
世
界
を
構
築
し
、
今
日
の
諸
問
題
の
解
決

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
集
ま
り
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
〇
七
年
の
七
月
、
そ
の
東
洋
思
想
研
究
会
に
私
が
招
か
れ
、『
法
華
経
』
の
現
代
的
意
義
に
つ
い
て
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
二
〇
〇
九
年
四
月
、
同
研
究
会
は
発
展
的
に
解
消
さ
れ
、
新
た
に
東
洋
思
想
研
究
所
が
誕
生
し
た
。
初
代

所
長
に
は
、
現
い
わ
き
短
期
大
学
学
長
の
田
久
昌
次
郎
先
生
が
就
か
れ
た
。

　

当
初
は
場
所
や
人
も
定
ま
ら
ず
、
種
々
の
苦
労
が
絶
え
な
か
っ
た
が
、
翌
年
に
は
専
任
研
究
員
を
置
き
、
研
究
施
設
も
整
い
、
徐
々

に
研
究
所
の
体
裁
が
整
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
し
た
矢
先
に
、
あ
の
東
日
本
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
学
は
福
島
第
一

原
発
か
ら
最
も
近
い
場
所
に
あ
る
大
学
で
あ
り
、
震
災
の
物
理
的
な
被
害
に
加
え
て
震
災
後
の
風
評
被
害
等
も
深
刻
で
あ
っ
た
。

　

幸
い
、
施
設
に
つ
い
て
は
、
緑
川
浩
司
現
理
事
長
を
中
心
に
一
丸
と
な
っ
て
奮
闘
し
た
結
果
、
速
や
か
な
復
旧
が
な
さ
れ
た
。
新
一

号
館
が
落
成
さ
れ
る
な
ど
、
苦
難
を
む
し
ろ
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
戦
い
が
実
を
結
ん
だ
と
言
え
る
。
残
る
は
「
心
の
復
興
」
で
あ
る
。

震
災
後
の
困
難
に
直
面
す
る
地
域
社
会
に
精
神
の
光
を
届
け
る
べ
く
、
当
研
究
所
も
様
々
な
挑
戦
を
開
始
し
た
。

　

二
〇
一
一
年
以
来
、
当
研
究
所
で
は
、
思
想
の
力
に
よ
る
復
興
を
目
指
し
、
中
国
・
韓
国
・
日
本
の
学
者
や
有
識
者
を
招
い
た
講
演

会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
数
多
く
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
三
年
度
か
ら
は
、
市
民
に
も
開
放
し
た
全
学
共
通
授
業
の
「
人
間
力

の
育
成
」
講
座
を
開
講
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
政
財
界
や
芸
術
界
、
ス
ポ
ー
ツ
界
な
ど
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
方
々
を
講
師
に
招
聘
し
、

逆
境
に
打
ち
克
つ
「
人
間
力
」
の
素
晴
ら
し
さ
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
開
講
か
ら
六
年
目
を
迎
え
、
エ
ン
ジ
ン
01
文
化
戦
略
会
議
、

立
教
大
学
社
会
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
の
多
様
な
外
部
機
関
と
も
連
携
し
、
年
々
社
会
的
な
広
が
り
を
増
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
人
間
力
の
育
成
は
、
建
学
の
理
念
で
あ
る
儒
学
を
普
及
す
る
活
動
に
よ
っ
て
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
当
研
究
所
の
研
究
員
が

発
刊
に
よ
せ
て
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発刊によせて

担
当
す
る
、
い
わ
き
市
民
を
対
象
と
し
た
継
続
的
な
「
論
語
素
読
教
室
」
は
地
域
社
会
に
定
着
し
た
感
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
学
学
生

の
間
で
結
成
さ
れ
た
「
い
わ
き
論
語
塾
」
の
指
導
に
も
、
研
究
所
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
人
間
力
」
と
は
何
か
を
定
義
す
る
の
は
非
常
に
難
し
い
。
本
学
で
は
「
志
を
持
っ
て
や
り
抜
く
力
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
要
す

る
に
命
の
力
で
あ
る
。「
生
命
力
」
と
言
っ
て
も
よ
い
。
創
造
力
、
利
他
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
、
人
間
力
に
該
当
す
る

力
は
色
々
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
一
切
の
ベ
ー
ス
と
な
る
の
は
生
命
の
力
で
あ
る
。
学
生
が
本
物
の
人
間
の
生
命
力
に
触
れ
、

感
化
を
受
け
る
中
で
人
間
力
に
目
覚
め
る
。
そ
の
よ
う
な
機
会
を
、
今
後
も
提
供
し
続
け
た
い
と
思
う
。

　

一
般
に
、
研
究
所
は
学
術
活
動
の
場
と
さ
れ
て
い
る
。
当
研
究
所
も
、
学
術
紀
要
で
あ
る
本
誌
『
研
究
東
洋
』
を
毎
年
発
刊
し
て
い

る
。
そ
の
上
で
、
教
育
や
地
域
社
会
へ
の
貢
献
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
研
究
・
教
育
・
地
域
に
ト
ー
タ
ル
に
か
か
わ
る
独
自
の
カ

ラ
ー
が
で
き
つ
つ
あ
る
。

　

十
年
の
歩
み
を
経
て
、
研
究
所
の
基
盤
は
盤
石
に
整
え
ら
れ
た
。
今
後
は
、
よ
き
伝
統
を
守
り
つ
つ
も
変
化
を
恐
れ
ず
、
所
員
一
同
、

新
た
な
挑
戦
を
始
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

平
成
三
十
一
年
二
月


